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く，方法論も定まっていない．本例はほぼ回旋枝

一枝病変であり，循環動態は安定し，末梢への血

流も比較的保たれており，保存的治療を選択し良

好な結果を得た．
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レフレル心内膜炎の2症例
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1．－般演題
〔症例1〕 81歳，女性. 2015年10月より消化器

症状を自覚しており， 2016年2月の血液検査で

好酸球が著増していた(15,781/mm3).心エコー

図検査にて心尖部血栓を認め，各種検査所見から

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症と診断し，ステロ

イドの投与を行ったところ症状は軽快しリハビ

リ転院となった．

〔症例2〕 73歳，女性． 2016年3月頃より労作

時の呼吸苦を自覚し， 血液検査上好酸球が

8,932/mm3と上昇していた．心エコー図検査で心

尖部に血栓を認めた．入院後，好酸球は自然に低

下し退院となった．その後の外来で好酸球が再度

増加傾向となり同年10月に再入院となった． ス

テロイド治療を開始したところ好酸球は低下し，

翌月に退院となった．

【考察】 レフレル心内膜炎は症例によって，好

酸球増多の原因・程度，他臓器障害の有無，経過

などが多彩であり，再発の可能性も勘案してステ

ロイドの適応を決める必要がある．

l保存的に加療し良好に経過した原発性冠動脈

解離に伴う急性心筋梗塞のl例
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症例は冠危険因子を持たない産後5ヶ月の37

歳，女性．胸痛で来院し，心電図でⅡ, III,aⅦ誘

導でSI､上昇を認め，急性心筋梗塞の診断で緊急

冠動脈造影を施行した．回旋枝優位であり，鈍角

枝は蛇行し，その一部に造影剤の貯留，内腔の狭

小化，末梢の造影遅延を認め，右冠動脈近位部に

も解離が疑われた．左冠動脈主幹部から前下行枝

には病変を認めなかった．回旋枝の病変を光干渉

断層法で観察し，内膜の亀裂と血腫による内腔の

圧排を認め，原発性冠動脈解離と診断した．大動

脈内バルーンパンピングを挿入し，保存的に加療

した． クレアチニンキナーゼは8091U/lまで上昇

した．第2病日に左冠動脈を再造影し，造影剤の

貯留は遠位部へ拡大したが，造影遅延は改善傾向

となった．第19病日に冠動脈造影を再検し，鈍

角枝の造影遅延は消失したため第21病日に退院

した．

【考察】原発性冠動脈解離は稀な疾患である．

虚血の状況により血行再建が必要な場合が多い

が，通常の経皮的冠動脈形成術では成功率が低


